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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､グルタミンが腸管上皮細胞の構造や機能に与える影響を検討
する目的で､グルタミンを除去したミルクで新生マウスを栄養しその変化
を観察したものである｡
グルタミン濃度を通常量､3倍量､除去の3種類のミルクを作成し､新
生マウスに投与したところ､グルタミン除去ミルクを授与されたマウスの
21.4%に下血を認めた｡グルタミン除去ミルクを投与されたマウスの腸管
繊毛構造は破壊され､細胞増殖能は低下､アポ トー シスが誘導されていた｡
培養腸管上皮細胞をグルタミン欠乏下で培養すると､細胞増殖の抑制
subG0期の細胞増加､caspase-3の活性上昇が認められたことより､グル
タミン欠乏は腸管上皮細胞にアポ トー シスを誘導することで腸管上皮細胞
の構造を破壊し､腸管出血を来したと推察される｡グルタミンが腸管上皮
の構造や機能の維持に重要な栄養素であることを示した点で有意義な研究
である｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
